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平成２８年度下半期の財政公表

　
一
般
会
計
の
収
入
率
は
９１
・
３

㌫
、
支
出
率
は
８０
・
３
㌫
と
な
っ

て
い
ま
す
。
収
入
と
支
出
の
内
訳

　
地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
第
１
項
と
恵
那
市
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
で
は
定
期
的
に
財
政
状
況
を
公

表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
本
年
３
月
３１
日
現
在
の
予
算
の
執
行
と
基
金
、
地
方
債
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
財
務
課
志
２
６
ー
２
１
１
１
（
内
線
３
３
６
）　

区分 現在高 市民 1 人当たり

一般会計 ３０７億６，８４２万円 ６０万０，３７１円

特別会計 １３６億８，３７９万円 ２６万７，００６円

企業会計 ６２億０，３２６万円   １２万１，０４２円

市債総計 ５０６億５，５４７万円 ９８万８,４１９円

区分 現在高 市民 1 人当たり
積み立てる基金 １７１億０，０９１万円 ３３万３，６８３円

 一般会計の基金 １６２億９，０２１万円 ３１万７，８６４円
 特別会計の基金 ８億１，０７１万円 １万５，８１９円

運用する基金 １３億１，３７８万円 ２万５，６３５円
企業会計の基金 ５億０，４３０万円 ９,８４０円
基金総計 １８９億１，８９９万円 ３６万９，１５８円

平
成
２８
年
度
下
半
期

市
の
財
政
状
況

　
昨
年
度
下
半
期
の
予
算
を
表
１

に
ま
と
め
ま
し
た
。
一
般
会
計
は

１４
億
５
０
９
４
万
円
の
増
額
、
特

別
会
計
は
４
億
８
２
７
７
万
円
の

減
額
、
企
業
会
計
は
１０
億
１
９
３

４
万
円
の
減
額
補
正
を
行
い
ま
し

た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
内
訳
は
、

一
般
会
計
で
は
１２
月
に
武
並
小

学
校
体
育
館
の
改
築
工
事
に

３
億
６
３
１
０
万
円
、
臨
時
福
祉

給
付
金
に
１
億
５
０
７
０
万
円
、

９
月
発
生
台
風
の
被
害
に
よ
る
災

害
復
旧
費
に
１
億
５
１
３
８
万

円
、
市
道
袖
畑
笠
作
線
・
清
水
白

坂
線
工
事
費
に
３
０
０
０
万
円
、

農
業
用
機
械
導
入
や
農
用
地
利
用

集
積
に
対
す
る
補
助
金
に
２
９
４

５
万
円
、
大
正
村
浪
漫
亭
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
経
費
と
し
て
２
４
３

５
万
円
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
増
に
よ
り
障
が
い
児

通
所
給
付
費
に
１
１
７
７
万
円
を

増
額
し
ま
し
た
。

　
３
月
に
は
、
恵
那
東
中
学
校
大

規
模
改
修
工
事
に
３
億
５
５
４
１

万
円
、
笠
置
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
増
築
工
事
に
７
８
３
０
万

円
、
将
来
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
の
地
方
債
の
繰
上
償
還
に

１２
億
８
８
６
７
万
円
を
増
額
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
で
は
、
３
月

に
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
へ
の
保

険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
拠
出
金

等
の
減
に
よ
り
２
億
１
３
５
万
円

を
減
額
、
介
護
保
険
特
別
会
計
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等
の
減
に

よ
り
１
億
４
３
８
９
万
円
を
減
額

し
ま
し
た
。

　
企
業
会
計
で
は
、
水
道
事
業
会

計
で
土
地
開
発
公
社
へ
の
貸
付
金

の
減
に
よ
り
９
億
４
０
２
０
万
円

の
減
額
、
病
院
事
業
会
計
で
市
立

恵
那
病
院
再
整
備
事
業
の
精
算
等

に
よ
り
６
８
２
８
万
円
を
減
額
し

ま
し
た
。

　
市
債（
市
の
借
金
）と
、基
金（
市

の
貯
金
）
の
状
況
を
表
４
と
表
５

に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
市
債
は
、一
般
会
計
で
は
昨
年
度

よ
り
約
１５
億
６
千
万
円
減
少
し
、

借
入
の
残
高
は
３
０
７
億
６
８
４
２

万
円
。特
別
会
計
と
企
業
会
計
を
合

わ
せ
る
と
５
０
６
億
５
５
４
７
万

円
で
す
。市
民
１
人
当
た
り
で
は
、

９８
万
８
４
１
９
円
と
な
り
ま
す
。

こ
の
借
金
の
返
済
の
う
ち
、
お
よ

そ
７
割
は
地
方
交
付
税
と
し
て
国

か
ら
財
政
支
援
を
受
け
ら
れ
る
対

象
と
な
る
た
め
、
実
際
の
市
の
負

担
は
借
入
残
高
よ
り
も
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　
基
金
は
、
一
般
会
計
の
基
金
が

１
６
２
億
９
０
２
１
万
円
、
特
別

会
計
の
基
金
が
８
億
１
０
７
１
万

円
、
こ
の
他
に
運
用
基
金
と
企
業

会
計
の
基
金
を
合
わ
せ
る
と
１
８

９
億
１
８
９
９
万
円
と
な
り
、
市

民
一
人
当
た
り
で
は
３６
万
９
１
５

８
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.city

.en
a.

lg.jp/

）
で
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
２８
年
度
の
決
算
は
、
11
月

発
行
の
本
紙
に
掲
載
の
予
定
で

す
。

を
表
２
と
表
３
に
ま
と
め
ま
し

た
。
特
別
会
計
で
は
収
入
率
８２
・

０
㌫
、
支
出
率
８９
・
３
㌫
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
予
算

年
度
は
、
４
月
１
日
か
ら
３
月
３１

日
ま
で
で
す
が
、
翌
年
度
の
５
月

ま
で
を
出
納
整
理
期
間
と
し
て
、

旧
年
度
中
の
支
払
い
、
収
入
を
整

理
す
る
期
間
と
し
て
い
ま
す
。
終

了
し
た
工
事
の
支
払
い
な
ど
は
、

こ
の
期
間
に
行
い
ま
す
。
ま
た
収

入
で
も
国
・
県
の
支
出
金
や
、
市

債
は
事
業
の
完
了
後
に
収
入
す
る

た
め
、
出
納
整
理
期
間
に
収
入
の

手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　
一
般
の
民
間
企
業
と
同
様
の
経

理
を
行
う
企
業
会
計
で
は
、
水
道

事
業
会
計
の
施
設
管
理
費
用
な
ど

の
収
益
的
支
出
で
４８
・
１
㌫
、
建

設
工
事
な
ど
の
資
本
的
支
出
で

７６
・
７
㌫
が
支
出
済
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
病
院
事
業
会
計
で
は
、
医
業
費

用
な
ど
の
収
益
的
支
出
で
９４
・
１

㌫
、
施
設
整
備
な
ど
を
行
う
資
本

的
支
出
で
９９
・
７
㌫
が
支
出
済
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
介

護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
と
、

国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
業
会
計

を
合
わ
せ
た
企
業
会
計
全
体
で
は

９２
・
５
㌫
が
支
出
済
み
と
な
り
ま

し
た
。

▲昨年10月にリニューアルした大正村浪漫亭

科目 現計予算額 収入済額 収入率
市税 ６９億１，９１０ ７０億１,４４９ １０１.４㌫
地方譲与税 ２億８，４８０ ２億８，４２２ ９９.８㌫
利子割交付金 ９６０ ８５２ ８８．８㌫
配当割交付金 ４，３９０ ２，１７５ ４９.５㌫
株式等譲渡所得割交付金 ２,９７０ １,１０１ ３７.１㌫
地方消費税交付金 ９億４，５５０ ９億０，０８０ ９５.３㌫
ゴルフ場利用税交付金 １億１，６３０ １億２，１５１ １０４.５㌫
自動車取得税交付金 ６,２００ ６，５１３ １０５.０㌫
地方特例交付金 ２，４９０ ２，５３４ １０１.８㌫
地方交付税 ９６億１，１０４１００億６，９９８ １０４．８㌫
交通安全対策特別交付金 ５９０ ５６６ ９６.０㌫
分担金及び負担金 ３億０，７０１ ２億４，８５２ ８０．９㌫
使用料及び手数料 ３億９，６５０ ３億５，８３６ ９０.４㌫
国庫支出金 ２４億３，２１８ １９億３，２３７ ７９.４㌫
県支出金 ２０億７,７４４ １１億９,７９０ ５７．７㌫
財産収入 １億７，７７５ １億８，３００ １０３．０㌫
寄付金 ２,４０８ ２,９８２ １２３．８㌫
繰入金 １３億２，９４６ １３億１，５９７ ９９.０㌫
繰越金 １４億９，８９０ １４億９,８９１ １００.０㌫
諸収入 ７億９，３１０ ７億６,４７６ ９６．４㌫
市債 ３７億５，６６０ ２０億９,９６０ ５５．９㌫
合計 ３０８億４，５７６２８１億５，７６１ ９１．３㌫

科目 現計予算額 支出済額 支出率

議会費 ２億０,５０１ １億９，６９７ ９６.１㌫
総務費 ４３億９，０４２ ３６億８，０９６ ８３．８㌫
民生費 ７６億８，０４６ ６０億７，０１６ ７９．０㌫
衛生費 ４９億７，２１６ ４２億０，７８６ ８４．６㌫
労働費 ５，５５０ ５，２９５ ９５.４㌫
農林水産業費 １２億７，６９０ ９億７,４４６ ７６．３㌫
商工費 １１億３,７８３ ８億２，９４１ ７２．９㌫
土木費 １７億９，７１０ ７億７，９２６ ４３．４㌫
消防費 ９億２，２３４ ８億７，８５３ ９５．３㌫
教育費 ３３億４，８２２ ２２億９,０１４ ６８．４㌫
公債費 ４７億７，２８５ ４７億３，１８０ ９９．１㌫
予備費 ３，０００ ０ ０．０㌫
災害復旧費 ２億５,６９５ ６,８６１ ２６．７㌫

合計 ３０８億４，５７６２４７億６，１１２ ８０．３㌫

内訳 補正前の額 補正額 合計

一般会計 ２９３億９，４８２万円 １４億５，０９４万円 ３０８億４，５７６万円

特別会計 １６３億８，４９２万円 ▲４億８，２７７万円 １５９億０，２１５万円

企業会計 １３７億４，３４０万円 ▲１０億１，９３４万円 １２７億２，４０６万円

合計 ５９５億２，３１４万円 ▲５，１１７万円 ５９４億７,１９７万円

表１　補正予算の状況（１０月１日～３月３１日）

※補正額には昨年度からの繰越明許費を含む。企業会計の予算額は支出予算

表２　一般会計収入の状況 表３　一般会計支出の状況

表４　市債の状況 表５　基金の状況

問

一
般
会
計
は
９１
％
収
入
済
み

５
千
百
万
円
を
減
額
補
正

≪歳入の状況≫ ≪歳出の状況≫

１５９億０,２１５

３０８億４,５７６

１２４億１,５２２

１５９億０,２１５

３０８億４,５７６

１２７億２,４０６

１３０億３,７０３

２８１億５,７６１

１０８億６,９９７

２４７億６,１１２

１４１億９,９７１

１１７億７,００７

収入率
９１．３％

収入率
８２．０％

収入率
８７．６％

支出率
８０．３％

０ １００ ２００ ３００ ０ １００ ２００ ３００

（万円） （万円）

支出率
８９．３％

支出率
９２．５％

収入済
予算

（万円）（万円）

（億円）（億円）

全体の収入率
８８．０％

全体の支出率
８５．３％

※人口は４月１日現在の５１,２４９人を基準。端数処理のため金額が合わない場合があります

収入済
予算

収入済
予算

支出済
予算

支出済
予算

支出済
予算

一般
会計

特別
会計

企業
会計

一般
会計

特別
会計

企業
会計

市
民
１
人
当
た
り
の
市
債

残
高
は
約
９８
万
８
千
円
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